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1 緒 言

膀 胱 炎 は 尿 路 感染 症 の中 で は最 もpopularな 疾 患 で あ

るが,第1線 の 臨床 医 で治 療 され る場 合 が 多 く大 病 院 の

受 診 頻 度 は 決 して 高 い もの で は な い。1967年 か ら1969年

ま で の当 科 外 来 患者 総 数3,756名 中 膀 胱 炎 の診 断 を うけ

た もの は444名(11.8%)で あ り,そ の うち細 菌 性 膀 胱

炎 は225名 であ り,膀 胱 炎 患者 の50.7%に 相 当 す る。 さ

らに基 疾 患 を合 併 しな い単 純性 膀 胱 炎 は141名 で細 菌 性

膀胱 炎 中64.3%を 占め るが,急 性 単 純 性 細 菌 性 膀 胱 炎 は

74例 で あ り,う ち72例 が女 子 で,男 子2例 は さ ら に泌 尿

器 科 的 検査 を必 要 と した5),6)。 急性 単 純性 細菌 性 膀 胱 炎

(以 下,急 性 単 純 性 膀胱 炎 と略 す)は 女 子 に限 定 さ れ る

と考 え るこ と は,泌 尿 器 科 医 に とつ て 常 識 と な つ て い

る。 か つ諸 種 の膀 胱 炎 の確 定 診 断 の た め に は臨 床 症 状,

尿 検 査 だ け で は不 充 分 で あ り,膀 胱 鏡検 査 が不 可 欠 の も

の と な る4)。

尿 路 粘膜 に は抗 菌 力 が あ り7),膀 胱 にはwash outに

よ る感染 防御 機 構 が あ る1)。 そ の た め に急 性 単 純 性 膀 胱

炎 で は 自然治 癒 率 が か な り高 い2)。 した が つ て急 性 単 純

性 膀 胱 炎 の治 療 に あ たつ ては 臨床 症 状 ・尿 所 見 ・尿 中 細

菌 の 消 長 よ りも,そ れ らの 改 善 に要 した 日数 が 最 優 先 し

て考 え られ な け れ ば な ら ない と考 え る。 他 種 抗 生 剤 を用

いた 本 症 の治 療 成 績 か ら,臨 床 症状.尿 所 見 ・尿 中 細 菌

の消 失 が投 与 後3日 以 内 に得 られ る抗 生剤 が至 適 薬 剤 と

考 え られ る3),6).

今 回Amoxycillin(以 下,AMPCと 略 す)を 女 子 急

性 単 純 性 膀胱 炎 患者11例 に使 用 した の で そ の成 績 を報 告

す る と と もに 本 剤 の体 液 内 濃 度 を測 定 した成 績 に つ い て

のべ る。 なお 本 剤 はBeecham社 に よつ て 開 発 さ れ た

semisynthesized penicillinで あ る。

II 血 中 濃 度

1) 方 法 な らび に 材料

AMPCな らび にABPCの 純 末 を,人 血 清 に て100

mcg/mlか ら2倍 希 釈 して0.78mcg/mlま で8段 階 の

溶 液 を作 製 し (pH 7.2),被 検菌 と し てSarcina lutea

PCI 219を 用 いて,薄 層 カ ップ法 で標 準 曲 線 を 得 た。

0.78mcg/mlま で充分に阻止 円が認め られ測定可能であ

つた。

健康成人2名 にそれぞれAMPC 500mg,ABPC 500

mg経 口投与後,1,3,5,7時 間 目に採血 した。採取 し

た血液はただちに遠沈 し,血 清 と分離 して保存 し,上 記

方法で血中濃度を測 定 した。

2) 測定結果

AMPCは 経 口投与1時 間後に,Fig.1の とお り,5.6

mcg/mlに 達 し,3時 間後 も同濃度を維持 したが,AB-

PCの 立ち上 りは遅 く1時 間 では1.4mcg/mlで あ り,

peakは3時 間後にみ られ4.8mcg/mlで あつた。

5時 間 後 で は,AMPC 1.1mcg/ml,ABPC 0.9mcg/

mlと 同程 度 の血 中 濃 度 とな り,7時 間後 に も2者 と も

0.3mcg/ml測 定 され た。

III 尿 中 排 泄

1) 方 法 な らび に 材 料

AMPC,ABPCと もにpH 7.2の1/15 Mphosphate

bufferに 溶 解 し,100mcg/mlか ら2倍 希 釈 して血 中 濃

度 と同様 の方 法 で測 定 して 標 準 曲 線 を 得 た 。健 康 成人2

名 にAMPC 500mg,1名 にABPC 500mg経 口 投 与

後,0～1,1～3,3～5,5～7時 間 の 尿 を 採 取 し,カ ッ

ブ法 で測 定 した。

Fig. 1 Serum level of AMPC and ABPC
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2) 測 定 成 績

Fig.2,Table 1の とお り,尿 中 排 泄 量 は 経 口投 与 後

5時 間 まで は,AMPCはABPCよ り大 で あ るが,5

～7時 問 で は逆 にABPCの ほ うが 大 と な る。1～3時

間 で はAMPCの 排 泄 量 は90.8mgに 達 し,尿 中 濃 度 は

2名 平 均,1,250mcg/mlに 達 した が,ABPCで は 排

泄 量66.0mgで あ り,尿 中 濃 度 は600mcg/mlで あつ

た 。 つ ま りAMPCの 尿 中 排 泄 はABPCに 比 し速 や か

で あ り,排 泄 量,尿 中 濃 度 と もに 大 で あ る。7時 間 まで

の尿 中 回 収 率 はAMPC 34.2%,ABPC 27.1%で あ つ

た 。

IV 臨 床 成 績

膀胱鏡検査 を加 えて急性単純性膀胱炎 と診断 しえた女

子11例 を対象 とした.患 者年令は17才 か ら64才 にわたつ

た、本剤 の投与量は1日1～2g,分3ま たは分4と した

が,症 例に よ り選択的に投 与量 を決定 した わ け では な

い。 投与 日数は3～7日,総 投与量は4～10.5gに お

よんだ。本剤使用成績をTable 2に まとめた。11例 中

9例 の起炎菌はE.coliで あ り,す べて105/ml以 上の

尿中細菌数 であつた。Disc法 でABPCの 感 受 性 を 測

定 した6例 はすべ て柵 の感受性株であつた。Klebsiella,

Staphylococcus epidermidtsを お の お の1例 検 出 した

が,KlebsiellaはABPCに 耐性 株 であ り,Staphylo-

coccns epidermidisは 感受性 であつた。

E.coliが 検 出された9例 中8例 は本剤投与後3日 以

内に尿中細菌は消失 したが,1例 だけは第5日 目に消失

していた。 自覚症状は9例 中5例 が本剤投与後2日 以内

に改善 ない し消失をみ とめ,3例 は1日 後に消失 した。

Staphylococcus epidermidis感 染 例 は3日 後 に 尿 中

細菌が消失 した が,自 覚 症 状 は6日 後 ま で 存 続 し,

Klebsiella感 染例 では3目 後 に尿中細 菌 の減 少 を み と

め るものの,6日 後 まで尿中細菌 ならびに 自覚症状が存

続 した。

治療効果の判定 は 自覚症状,尿 中細菌,尿 中白血球 が

3日 以内に消失 した ものを著効,4～6日 に消失 した も

のを有効 とし,そ れ以後に改善 した ものはすべて無効 と

した。

11例 中著効8例,有 効2例,無 効1例 の成績であつた。

E.coliに たい しては9例 中8例 著効,1例 有効であつた。

Klebsiellaの1例 は 無 効 で あ り,Staph.epidermidis

は有効 であ り,本 剤がE.coliに たい して有効な薬剤 で

あるこ とを印象づけた。

V 副 作 用

臨床例11例 中1例 に 口中,口 唇に発疹 をみ とめたが,

他 には自,他 覚的に副作用はみ とめなかつた。5例 に投

Table 1 Urinary excretion of AMPC

Method : thin layer cup method 

Used strain : Sarcina lutea PCI 219

Fig. 2 Urinary excretion of AMPC and 

ABPC
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与前後 のBUN,Creatinine,GOT,GPTを 測定 した

が,本 剤投与に よる影響はみ とめ られ なかつた。

VI 考 按

急性単純性膀胱炎の うち,尿 中細菌,尿 中 白血球,自

覚症状 とともに膀胱鏡所見をfollow upで きた96例 の

治療成績 では3項 目が5日 以内に正常化 した ものを著効

と して検討す るとABPC,TP,NA,GMは100%の

著効率を得,そ の平均著効 日数 は2.8～3.5日 であつた の

で,化 療後3日 以内に著効を得る薬剤 が本症治療に選択

され るべ きであ ることをのべた6)。

細菌性膀胱炎では尿中 ・粘膜表面 に多 くの細菌が存在

し,少 数は粘膜下に もみ とめ られ る。 したがつ て尿中排

泄が大 で殺菌作用が期待 できる薬剤 では,当 然治療効果

はす ぐれ るはずであ る。 かつ本剤は血 中濃 度 もABPC

に比 し高 く,上 記条件 を具えている薬剤 であるので急性

単純性膀胱炎では急速 な治癒 が得 られ るはず である。

本剤を投与 した11例 の本症では,E.coliを 起炎菌 とし

た9例 では著効8例,有 効1例 であ り,ABPC,GM,

NA,TPに よる本症の治療効果3),6)と ほぼ同等 と考え

られた。

急性単純性膀胱炎 では治癒 し易い とい う理由でい まだ

にサル ファ剤投与 が行 なわれてい るが,サ ル ファ剤の本

症にたいす る著効率は54.5%に す ぎない3),6)。 したが

つて本症 の治療に あたつて治癒 し易い とい う理由で無批

判 な薬剤投与 を行 な うことは慎むべ きであ り,1日 で も

早 く治癒 できる薬剤を選択す ることが大切である と思わ

れ る。

Staphylocoocus eptdermidisを 起炎菌 と した1例 は有

効,Klebsiella 1例 には無効であつた。

しか し急性単純性膀胱炎の起炎菌の多 くはE.coliで

あ り,本 剤は本症をふ くめた尿路感染症治療 に有用 な薬

剤 である と思われ る。

しか し本剤はABPC,ACPC,CBPC,SBPCと 構造

式が類 似 し,β-ラ クタム環を有す るため交叉耐性が考え

られ るので,と くに慢性感染症におけ る使用薬剤の選択

順位を誤たぬ ことが肝 要 となろ う。

VII 結 語

急性単純性膀胱炎11例 に使用 し,著 効8例,有 効2

例,無 効1例 の成績 を得 た。 また本剤の体液内濃度を測

定 しABPCに 比 し血 中濃度,尿 中排泄が 大 で あること

をみ とめた。
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A new semi-synthesized penicillin, amoxycillin (AMPC) was given to 11 cases of acute bacterial 

simple cystitis. The result showed excellent in 8 cases, improved in 2 cases and poor in 1 case. Serum 
levels and urinary excretion of AMPC and ABPC after 500 mg oral administration in healthy adults 

were measured by thin layer cup method. AMPC indicated higher serum level and greater urinary ex-
cretion than ABPC. 

No unfavorable side effect was noticed except oral eruption in a case.


